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創世記から始める神さま理解 

第７回 律法①〜神が与える道 

 

I. 律法と私たち 

A. 律法、また律法主義に対するイメージ 

1. 律法的なクリスチャンは良くない 

2. 律法ではない、愛と恵みが大切なのだ 

B. 福音書に登場する律法主義者 

1. 「律法主義」という用語は聖書にはない 

2. 律法主義者と呼べる人物はいる〜たとえばイエス・キリスト 

a) 律法は廃棄されるものではなく、成就されるべきもの 

b) 律法を行い、また律法を行うように教える者は、天の御国で偉大な者と

して称賛される 

わたしが律法や預言者を廃棄するために来た、と思ってはなりませ

ん。廃棄するためではなく成就するために来たのです。まことに、あ

なたがたに言います。天地が消え去るまで、律法の一点一画も決して

消え去ることはありません。すべてが実現します。ですから、これら

の戒めの最も小さいものを一つでも破り、また破るように人々に教

える者は、天の御国で最も小さい者と呼ばれます。しかし、それを行

い、また行うように教える者は天の御国で偉大な者と呼ばれます。 

     （マタイ 5:17〜19） 

II. 聖書で意味されている「トーラー（律法と和訳）」 

A. 旧約聖書におけるトーラー（ וֹרָהתּ ） 

1. 本来の意味 

a) 教え 

b) 道、ガイド 

2. 用法 

a) 現代の感覚における規則ではない 

b) 聖書の書かれた当時の古代中近東の通念として、法とは王の心を表すも

のという理解がある（法治というアイデアが出てくる以前の時代の話） 

c) そのため、民はトーラーから神の心を読み取ろうとする 

d) 具体的には、神が示された通りに行動することで何を神は喜ばれるかを

体験的にとらえ、それによって神の心を知り、それによって神の心と調

和していく歩みを民は知る 
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3. 神の御心をとらえるための一線を示すトーラー（ガイド・道）は、それを見る

人にとって有用なもの、または余計なものの、どちらにもなりうる 

a) 一線の向こう側に不幸を見るなら、一線は有用なもの 

b) 一線の向こう側に幸福を見るなら、一線は無用なもの 

c) 一線自体をどう理解するかは、結局のところ一線の向こう側を本人がど

う理解するか次第 

B. 新約聖書 

1. 福音書 

a) 道・ガイド（律法）にかなっているかどうかを重視していた主イエス 

すると見よ、片手の萎えた人がいた。そこで彼らはイエスに「安息日

に癒やすのは律法にかなっていますか」と質問した。イエスを訴える

ためであった。イエスは彼らに言われた。「あなたがたのうちのだれ

かが羊を一匹持っていて、もしその羊が安息日に穴に落ちたら、それ

をつかんで引き上げてやらないでしょうか。人間は羊よりはるかに

価値があります。それなら、安息日に良いことをするのは道・ガイド

（律法）にかなっています。」 （マタイ 12:10～12） 

b) 道・ガイド（律法）の総体である愛（マタイ 22:36〜40） 

「先生、道・ガイド（律法）の中でどの戒めが一番重要ですか。」イ

エスは彼に言われた。「『あなたは心を尽くし、いのちを尽くし、知性

を尽くして、あなたの神、主を愛しなさい。』これが、重要な第一の

戒めです。『あなたの隣人を自分自身のように愛しなさい』という第

二の戒めも、それと同じように重要です。この二つの戒めに聖書（律

法と預言者）の全体がかかっているのです。」 （マタイ22:36～40） 

c) 道・ガイドは廃棄されるものではなく、成就すべきもの 

わたしが律法や預言者を廃棄するために来た、と思ってはなりませ

ん。廃棄するためではなく成就するために来たのです。まことに、あ

なたがたに言います。天地が消え去るまで、律法の一点一画も決して

消え去ることはありません。すべてが実現します。   

     （マタイ 5:17〜18） 

d) 十字架の主イエスによって成就・完成されるべき道 

イエスは彼に言われた。「わたしが道であり、真理であり、いのちな

のです。わたしを通してでなければ、だれも父のみもとに行くことは

できません。（ヨハネ 14:6） 

2. パウロ書簡 
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a) 道・ガイドは良いもの 

(1) 道・ガイドは聖である 

ですから、道・ガイド（律法）は聖なるものです。また戒めも聖

なるものであり、正しく、また良いものです。（ローマ 7:12） 

(2) 養育係としての道・ガイド（律法）によって御心外し（罪）が何かを

理解できる 

道・ガイド（律法）は御心外し（罪）なのでしょうか。決してそ

んなことはありません。むしろ、道・ガイド（律法）によらなけ

れば、私は御心外し（罪）を知ることはなかったでしょう。 

    （ローマ 7:7） 

b) 道・ガイドの限界 

(1) 人は道・ガイド（律法）を完璧に達成して御心と調和することは不

可能 

肉なる者はだれも、道・ガイド（律法）を行うことによっては神

と調和しない（義と認められない）からです。（ガラテヤ 2:16） 

(2) 道・ガイド（律法）によって、罪意識は深まるばかり 

なぜなら、人はだれも、道・ガイド（律法）を行うことによって

は神の御心と調和しない（前に義と認められない）からです。

道・ガイド（律法）を通して生じるのは御心外し（罪）の意識で

す。（ローマ 3:20） 

c) しかし、道・ガイドは、私たちをキリストへの信仰に導く 

道・ガイド（律法）が目指すものはキリストです。それで、神と

の調和（義）は信じる者すべてに与えられるのです。 

     （ローマ 10:4） 

信仰が現れる前、私たちは道・ガイド（律法）の下で監視され、

来たるべき信仰が啓示されるまで閉じ込められていました。こ

うして、道・ガイド（律法）は私たちをキリストに導く養育係と

なりました。それは、私たちが信仰によって神の御心と調和す

る（義と認められる）ためです。（ガラテヤ 3:23〜24） 

d) そして、道・ガイドの達成度とは関係なく、キリスト・イエスの救いの業

によって開かれた赦しの道によって、神の御心との調和が実現する 

しかし今や、道・ガイド（律法）とは関わりなく、旧約聖書全体

（律法と預言者たちの書）によって証しされて、神との調和（神
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の義）が示されました。すなわち、イエス・キリストを信じるこ

とによって、信じるすべての人に与えられる神との調和（神の

義）です。そこに差別はありません。すべての人は御心を外して

（罪を犯して）、神の栄光を受けることができず、神の恵みによ

り、キリスト・イエスによる贖いを通して、価なしに神の御心と

調和する（義と認められる）からです。神はこの方を、信仰によ

って受けるべき、血による宥めのささげ物として公に示されま

した。ご自分の御心との調和（義）を明らかにされるためです。

神は忍耐をもって、これまで犯されてきた御心外し（罪）を見逃

してこられたのです。すなわち、ご自身の御心との調和（ご自分

の義）であり、イエスを信じる者を御心と調和する（義と認め

る）方であることを示すため、今この時に、ご自分の神との調和

（義）を明らかにされたのです。それでは、私たちの誇りはどこ

にあるのでしょうか。それは取り除かれました。どのような種

類の道・ガイド（律法）によってでしょうか。行いの道・ガイド

（律法）でしょうか。いいえ、信仰の道・ガイド（律法）によっ

てです。人は道・ガイド（律法）の行いとは関わりなく、信仰に

よって御心と調和する（義と認められる）と、私たちは考えてい

るからです。   （ローマ 3:20〜28） 

しかし、人は道・ガイド（律法）を行うことによってではなく、

ただイエス・キリストを信じることによって神と調和する（義

と認められる）と知って、私たちもキリスト・イエスを信じまし

た。道・ガイド（律法）を行うことによってではなく、キリスト

を信じることによって神と調和する（義と認められる）ためで

す。というのは、肉なる者はだれも、道・ガイド（律法）を行う

ことによっては神と調和しない（義と認められない）からです。

    （ガラテヤ 2:16） 

……キリストにある者と認められるようになるためです。私は

道・ガイド（律法）による自分で作り上げる神との調和（自分の

義）ではなく、キリストを信じることによる神との調和（義）、

すなわち、信仰に基づいて神から与えられる神との調和（義）を

持つのです。   （ピリピ 3:9） 

e) そして神と調和するようになった後も、神ご自身と御心とを知るための

ガイド・道に取り組む中で成長する 

では、どうなのでしょう。私たちは道・ガイド（律法）の下にで
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はなく、恵みの下にあるのだから、御心を外そう（罪を犯そう）、

となるのでしょうか。決してそんなことはありません。あなた

がたは知らないのですか。あなたがたが自分自身を奴隷として

献げて服従すれば、その服従する相手の奴隷となるのです。つ

まり、御心外し（罪）の奴隷となって死に至り、あるいは従順の

奴隷となって義に至ります。神に感謝します。あなたがたは、か

つては御心外し（罪）の奴隷でしたが、伝えられた教えの規範に

心から服従し、御心外し（罪）から解放されて、神との調和（義）

の奴隷となりました。  （ローマ 6:15〜18） 

しかし、自由をもたらす完全な律法を一心に見つめて、それか

ら離れない人は、すぐに忘れる聞き手にはならず、実際に行う

人になります。こういう人は、その行いによって祝福されます。 

     （ヤコブ 1:25） 

C. 律法、恵み、そして救いについてのまとめ 

1. トーラー（律法）とは、道でありガイド、また養育係 

2. その道を、ガイドに沿って歩めれば良いが、現実は、御心からの外れ具合ばか

りが自覚させられる。その中でトーラーは「養育係」として人をキリストへ導

く 

3. そして、トーラー（道）を忠実に歩めているかどうかが救いを左右するもので

はなく、キリストによる赦しへの信頼によって人は赦され、神と調和する 

4. キリストによる赦しのおかげで神と調和するようになった後も、その道に沿

って歩むことによって、ひとは神をさらに深く知り、外れ具合をさらに深く

知らされ、さらに深く赦され、さらに深い愛を持つようになり、また結果とし

ての品性の成熟も起きてくる 

5. 確認するが、私たちが神に受け入れられるのは、道・ガイド（律法）の達成度

によってではなく、あくまでキリストによって赦す神の愛。それはキリスト

によって赦そうとする神の優しさ（恵み）への信頼を通して与えられる。行い

によってではない。 

6. 料理のたとえ（レシピ：トーラー） 

a) レシピ通りに作ろうとしても、どこかしら上手くいかず、美味しくない 

b) このままでは料理を出す客人を失望させるだけだと、レシピ通りにでき

ない自分にガッカリ 

c) しかし、食卓で待っている主イエスは、完璧に作られた料理でないと満

足されない方ではなく、少々変な味のものでも、うん、美味しいよと下手

な料理を赦して食べてくれる（赦しのキリスト） 
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d) 私たちが集中すべきは、自分の料理の腕がどれほどなのかではなく、美

味しいよと笑顔で食べてくれるキリストの優しさを信じること（レシピ

への忠実度に頼らず、客人の恵み・優しさに頼る） 

e) 客人が何でも食べてくれるから料理が下手なままで良いのだ、レシピな

んか要らない、と開き直ることはなく、うまくいかないながらもレシピ

に沿って料理に取り組み客人の優しさに甘える中で、料理の腕が少しず

つ上達していく（恵みに成長する） 

III. まとめ 

A. 聖書におけるトーラー（日本語聖書の「律法」）は、現代の感覚での「法」ではな

い。 

B. 神の心を知る道、神とともに歩むためのガイド。これを越えて外れてしまうと神か

ら離れてしまうという一線を示すもの 

C. 神の与えたガイド通りに歩めれば良いが、アダム以来、人はどうしても神の御心を

外しがち 

D. そうした現実にあって、ガイドの通りに歩むことで神に受け入れられるのではな

く、ガイド通りに歩めない者を赦し受け入れる道を開いたのがキリスト 

E. キリストが自分のためにやってくださったこと（キリストが自分の代わりに死ん

でくださり神との関係が修復されること）、そしてそのキリストのおかげで神から

赦されるという神の優しさを信じる 

F. 神の優しさを信じつつ、ガイドを用いて神の心をとらえ、神の愛と優しさの深さを

知り、より深く神と交わっていく 

 


